
（単位：千円）

R6予算額 R7予算額
( )内はR5補正を含む額 ( )内はR6補正を含む額

農 業 者 育 成 対 策
（ 就 農 促 進 対 策 ）

農 業 構 造
政 策 課

継続 36,478 31,626

新 規 就 農 者 育 成 総 合 対 策 農 業 構 造
政 策 課

継続 335,323 308,270

農 福 連 携 推 進
農 業 構 造
政 策 課

継続 5,085 5,294

農 業 者 等 研 修
（「ぐんま農業実践学校」推進）

農 業 構 造
政 策 課

継続 3,066 3,312

農 業 経 営 基 盤 強 化 対 策
（ 農 業 経 営 力 向 上 事 業 ）

農 業 構 造
政 策 課

継続 60,000 60,000

農 業 経 営 総 合 対 策
（ 農 業 経 営 力 向 上 支 援 ）

農 業 構 造
政 策 課

継続 14,760 12,172

農 業 経 営 総 合 対 策
( 次 世 代 を 育 て る 集 落 営 農 支 援 )

農 業 構 造
政 策 課

継続 55,000 55,000

農 業 経 営 総 合 対 策
（ ぐん まAgri ×NETSUGEN 共創
( 企 業 的 経 営 体 育 成 対 策 ) ）

農 業 構 造
政 策 課

継続 29,080 29,080

農 業 近 代 化 資 金 等 融 通 対 策
農 業 構 造
政 策 課

継続 113,139 122,594

総 合 農 政 利 子 負 担 軽 減 対 策
農 業 構 造
政 策 課

継続 10,366 12,618

農 地 利 用 促 進 対 策
（ 担 い 手 へ の 農 地 集 積 ・ 集 約 化 ）

農 業 構 造
政 策 課

継続 195,064 231,367

農 地 利 用 促 進 対 策
（ 農 地 利 用 最 適 化 促 進 ）

農 業 構 造
政 策 課

継続 6,999 5,889

小 規 模 農 村 整 備 農 村 整 備 課 継続 632,900 640,000

農 山 漁 村 地 域 整 備 農 村 整 備 課 継続 1,170,785 1,010,893

1,392,491 1,364,771
(2,283,491) (2,373,211)

継続

・区画整理などの農業生産基盤の総合的な整備を実施す
るとともに、農地中間管理事業を活用して担い手へ農地集
積を促進する。
・農業用水の安定供給を図るため、農業用施設の老朽度
に応じた保全対策を実施する。

・生産振興及び経営の改善・安定を図る農業生産基盤の
整備や農業用施設の保全対策及び農地等への湛水被害
を軽減・防止するための排水対策を実施する。

・農業近代化資金等の制度融資への上乗せ利子補給によ
り、農業者等の負担軽減と資金の円滑な融通を図る。
<利子補給対象融資枠：認定農業者等利子軽減36億円>

・力強い農業構造の確立に向けて、生産性の向上や経営
の効率化を図るために、 農地の中間的受け皿となる農地
中間管理機構の体制整備・運営支援を行い、担い手への
農地集積・集約化を図る。また、新たな担い手である企業
等の農業参入を推進する。

・遊休農地が多い中山間地域において、遊休農地の解消
に向けた取組を加速化させる。また、新たな担い手として
期待される企業や農業法人等が農地確保する際に必要と
なる大規模な遊休農地解消に向けた取組を促進する。

・市町村や土地改良区等が実施する農業生産基盤整備、
農村生活環境整備等、農村地域の多様な要望に対応した
きめ細かな保全整備を支援する。

事　　業　　名 担 当 課 区分 事　　業　　内　　容

農 業 競 争 力 強 化 基 盤 整 備 農 村 整 備 課

・就農相談窓口の設置や、就農希望者への研修機会の提
供、新たな担い手確保に向けた産地の受入体制整備等を
通じて、新規就農者の確保・育成のための支援を総合的
に実施する。

・研修時や経営開始時の支援のための給付金や機械・施
設等の導入のための補助金を交付し、新規就農者の確
保・育成を図る。

・農作業モデル事業を行い、経済性の評価を行うとともに、
作業方法等を示したデジタル手引きを作成する。
・特別支援学校生徒の現場実習支援を行う。
・障害者が安心して作業するための環境整備の支援を行
う。

・農林大学校の「ぐんま農業実践学校」において、定年帰
農者やＩターン・Ｕターンによる就農希望者等を対象に、農
業の基礎的な知識・技術についての実践的な研修を行い
円滑な就農を図る。

・①認定新規就農者の就農初期の経営安定、②認定農業
者等の意欲ある担い手の経営向上、③企業等の大規模な
営農開始に必要な施設整備や機械導入に係る経費の一
部を補助して、本県農業の将来を担う力強い経営体を育
成する。

・県が就農希望者や経営面で課題を有する農業者に対し
て、 就農、法人化・経営継承等に関する支援体制を整備
し、 就農サポート・経営サポートを行う取組を支援する。

Ⅰ　未来につながる担い手確保と経営基盤の強化【人・農地】

・集落営農における活性化に向けたビジョンづくりや人材
の確保 、新たな作物の導入 等の取組を支援する。

・「ぐんまAgri×スタートアップ共創センター」を新たに設置
し、県内農業の現状や課題を洗い出しの上、公設試験場
と連携した共同研究や県内農業者・農業団体との協働に
よる現地実証など、革新的技術やサービスの検証を図る。

・農業近代化資金融通法等に基づく長期かつ低利な施設
資金等の円滑な融通を図る。
<利子補給対象融資枠：農業近代化資金25億円、農業経
営負担軽減支援資金0.5億円>



（単位：千円）

R6予算額 R7予算額
( )内はR5補正を含む額 ( )内はR6補正を含む額

事　　業　　名 担 当 課 区分 事　　業　　内　　容

野 菜 振 興
（ 野 菜 花 き 生 産 力 強 化 ）

野 菜 花 き 課
一部
新規 152,000 152,000

野 菜 振 興
（ 園 芸 産 地 強 化 支 援 ）

野 菜 花 き 課 継続 200,046 200,000

こ ん に ゃ く 価 格 低 迷 対 策
蚕 糸 特 産 課
ぐんまブランド
推 進 課

一部
新規 0 54,849

薬 用 作 物 生 産 基 盤 強 化 対 策 蚕 糸 特 産 課 継続 5,400 5,400

果 樹 振 興 蚕 糸 特 産 課 継続 4,869 4,753

花 き 振 興 野 菜 花 き 課 継続 14,795 2,825

1,884,798 437,785
(3,696,798)

0 71,793
(84,229) (81,673)

22,358 22,224
(119,418)

養 鶏 振 興 米 麦 畜 産 課 継続 30,692 31,351

浅 間 牧 場 草 地 ･ 施 設 整 備 米 麦 畜 産 課 継続 242,000 220,000

農 産 振 興
（ 経 営 所 得 安 定 対 策 等 推 進 ）

米 麦 畜 産 課 継続 82,369 76,610

農 産 振 興
（ 畑 作 物 の 本 作 化 対 策 ）

米 麦 畜 産 課 継続 40,000 40,000

農 産 振 興
（新基本計画実装・農業構造転換支援）

米 麦 畜 産 課 新規 0 500,000

54,178 790,000
(74,178) (1,849,209)

フ ラ ワ ー パ ー ク 運 営 ・ 改 修

・上州地鶏の生産拡大を目的に、畜産試験場のヒナ供給
体制を強化するための機械等を整備する。また、新規生産
農場・飼育面積を増加するために、主に空き鶏舎を改修す
る整備に対して補助する。
・県産鶏卵の消費拡大を推進する。

・本県の酪農基盤の強化を図るため、浅間家畜育成牧場
における効率的な飼養管理ができる集中管理牛舎や飼料
生産基盤強化のための草地整備改良等を実施する。

畜 産 物 流 通 消 費
（畜産物輸出コンソーシアム事業）

米 麦 畜 産 課 継続

・輸出産地としてリスト化された産地に対して、輸出先国へ
のプロモーション活動や輸出先国のニーズに則した動物
福祉等への取組に対して支援を行い、本県畜産物の輸出
拡大を図る。

肉 牛 振 興 米 麦 畜 産 課 継続

 ・高能力牛の導入や地域内保留を推進するとともに、ゲノ
ミック評価を活用し、消費者ニーズに応じた美味しい牛肉
を生産するための和牛改良を推進する。
・付加価値の高い和牛の安定生産のため、令和9年に開
催される第13回全国和牛能力共進会の出品対策を強化
し、県産牛肉のブランド力向上を推進する。

・国の経営所得安定対策等を推進し、飼料用米等戦略作
物の作付拡大を進め、水田の有効活用による食料自給率
の向上や農業者所得の向上を図る。

・次世代を見据えた生産振興やスマート農業の導入、家畜
伝染病に対する対策を行うため、老朽化した施設を更新・
改修します。

農 政 部 施 設 整 備

農 政 課
米 麦 畜 産 課
野 菜 花 き 課
蚕 糸 特 産 課

・民間企業と連携した薬用作物の生産振興に向けて、経
営規模の拡大や新規栽培の育成を進めるため、機械導入
や施設整備に対する経費の一部を補助する。

・こんにゃくいもの需給安定と生産農家の経営安定を図る
ため、新たな複合作物等に必要な機械導入に対する一部
経費を補助するとともに、こんにゃく消費拡大に向けたＰＲ
活動等を行う。

・野菜・花きに関する生産基盤を強化し、その持続的発展
を促進するために、意欲ある生産者に対し、各種施設や農
業機械について整備・導入費用の一部補助を行う。

・国庫事業を活用し、園芸産地の高収益化に向けた施設・
機械整備、集出荷施設等の基幹施設整備、環境負荷軽
減と持続的発展に向けたモデル的先進地区を創出すると
ともに、地域農業を支える老朽化した共同利用施設の再
編集約・合理化の取組を後押しする。

Ⅱ　次世代につなぐ収益性の高い農業の展開【収益性向上】

・国産需要が高まる麦・大豆等の畑作物の本作化に向け、
水田における畑作物の導入・定着に向けた取組や、麦や
大豆の増産に向けた農業機械の導入を補助する。

・地域農業を支える老朽化したカントリーエレベーターやラ
イスセンター等の共同利用施設の再編集約・合理化に必
要な費用を補助し、土地利用型作物生産基盤の強化を図
る。

・リンゴ、ブルーベリー、ウメなど群馬県育成品種を中心
に、本県産果実の品質の高さやその魅力をＰＲし、果樹の
生産振興と地域の活性化を図る。

・群馬県花き振興計画（第７次）に基づき、重点９品目を中
心に生産振興及び産地基盤の強化を図るとともに、県産
花きの積極的なＰＲ、花きの販売促進、消費拡大を図る。

野 菜 花 き 課 継続

・集客力、収益性を高め、花の素晴らしさ、群馬県の良さを
体感できる施設に一新するため、改修工事を実施する。
・秋に予定しているリニューアルオープンに向けた植栽管
理等の開園準備を指定管理者により行う。
・リニューアルオープン記念式典の開催とプロモーション動
画を制作する。

一部
新規



（単位：千円）

R6予算額 R7予算額
( )内はR5補正を含む額 ( )内はR6補正を含む額

事　　業　　名 担 当 課 区分 事　　業　　内　　容

園 芸 作 物 研 究
野菜花き課（農
業 技 術 セ ン
タ ー ）

継続 18,838 30,879

農 作 物 環 境 研 究
野菜花き課（農
業 技 術 セ ン
タ ー ）

継続 15,293 15,500

養蚕農家を支える技術の再構築
と 新 し い 展 開

蚕 糸 特 産 課
（蚕糸技術セン
タ ー ）

新規 0 13,592

温 水 性 魚 類 生 産 技 術 研 究 蚕 糸 特 産 課
（水産試験場）

継続 20,226 23,106

冷 水 性 魚 類 生 産 技 術 研 究 蚕 糸 特 産 課
（水産試験場）

継続 19,123 9,856

野 菜 花 き 技 術 対 策 野 菜 花 き 課 継続 22,977 10,752

農 業 技 術 対 策 指 導
（ ぐ ん ま 農 業 DX 加 速 化 ）

野 菜 花 き 課 継続 5,700 5,816

野 菜 価 格 安 定
（ 野 菜 生 産 出 荷 安 定 資 金
造 成 費 補 助 ）

野 菜 花 き 課 継続 174,096 88,886

家 畜 伝 染 病 予 防 農 政 課
一部
新規 1,065,553 1,342,054

・人工アユ等の種苗生産供給、飼育技術開発、普及指
導、優良形質魚の作出と系統保存等を行う。

・本県の主要な施設野菜であるイチゴ、キュウリ、ナスなど
について、簡易な栽培技術の確立や多収・高品質栽培法
の研究に取り組む。

・野菜、花きの安定生産および生産性向上を図るとともに、
より持続性の高い農法への転換に向けた技術対策、なら
びに持続可能な農業の実現のための農業生産工程管理
（ＧＡＰ）の導入推進等に取り組む。

・特定家畜伝染病（アフリカ豚熱、豚熱、鳥インフルエン
ザ）の発生予防とまん延防止を図るための対策を総合的に
実施する。
・家畜伝染病予防法に基づき、各種監視伝染病の検査を
実施し、発生予防・予察を行うとともにまん延防止を図る。

・みどりの食料システム戦略に対応して、土壌管理技術の
開発や総合的病害虫管理（ＩＰＭ）技術の開発等を行う。

・マス類の新たな飼育技術、生産ロス抑制等の技術開発に
より、高付加価値化と生産効率化を図るとともに生産者に
対して優良種苗の供給、技術指導を行う。
・渓流魚の効果的な資源増殖技術を開発する。

・養蚕の基盤である蚕種及び稚蚕について、高品質なもの
を安定供給できるように技術の再構築を図ることにより、繭
生産量を確保すると共に企業との連権を見据えた新たな
蚕糸業の展開を目指す。

・群馬県の農業DXを強力に推進するため、普及指導員と
生産者のデータリテラシーを強化するとともに、生産者の
経営課題について把握・分析することで、データに基づく
指導を軸として、力強い経営体の育成を図る。

・国、生産者等で資金をあらかじめ積み立て、青果物の価
格低落時に生産者に補給金を交付し、生産者の経営安定
と消費者への青果物の安定供給を図る。



（単位：千円）

R6予算額 R7予算額
( )内はR5補正を含む額 ( )内はR6補正を含む額

事　　業　　名 担 当 課 区分 事　　業　　内　　容

県産農畜産物ブランド力強化対策
（ G- ア ナ ラ イ ズ ＆ PR 等 ）

ぐんまブランド
推 進 課

一部
新規 87,225 55,418

粉 末 化 プ ロ ジ ェ ク ト 推 進

農 業 構 造
政 策 課
ぐんまブランド
推 進 課

新規 0 35,419

農 畜 産 物 等 輸 出 促 進 ぐんまブランド
推 進 課

一部
新規

48,083 52,580

地 域 資 源 活 用 推 進 ぐんまブランド
推 進 課

継続 24,911 73,161

蚕 糸 振 興
（ 蚕 糸 業 継 承 対 策 ・
碓 氷 製 糸 経 営 基 盤 強 化 ・
県 産 シ ル ク 需 要 拡 大 対 策 ）

蚕 糸 特 産 課 継続 33,080 33,080

漁 業 振 興 蚕 糸 特 産 課 継続 22,259 18,594

ア ユ 生 産 振 興 蚕 糸 特 産 課 新規 0 1,045

漁 場 環 境 対 策 蚕 糸 特 産 課 継続 4,432 3,541

有 機 農 業 推 進

農 政 課
農 業 構 造
政 策 課
米 麦 畜 産 課
野 菜 花 き 課
蚕 糸 特 産 課
ぐんまブランド
推 進 課

一部
新規

157,200 176,179

農 業 環 境 保 全
（ 農 業 環 境 保 全 ）

農 政 課 継続 30,063 30,118

農 業 環 境 保 全
（ 環 境 保 全 型 農 業
直 接 支 援 対 策 ）

農 政 課 継続 21,026 26,101

・農業の生産力向上と持続性の両立をイノベーションで実
現する「みどりの食料システム戦略」（国策定）を推進する
ため、市町村や農業団体等が行う取組に対して、交付金を
交付する。

・県産農畜産物の魅力・価値を「ブランド」として消費者に
認知してもらえるように、Ｇ-アナライズ＆ＰＲチームの取組
により農畜産物の強みや特長を明確にする。
・それらを活かした効果的なブランド戦略により、消費者に
選ばれ続ける長期的な農畜産物ブランドの構築を目指
す。	

・県立農林大学校で、有機農業の生産技術指導と併せ
て、粉末化を軸とした農産物の加工や販売の実習を行うこ
とで、有機農業の担い手の所得向上と経営安定につなげ
ます。
・消費者の健康志向が高まる中、県産農畜産物の強みや
特長を消費者に訴求することで、ブランドイメージの向上と
高付加価値化に取り組みます。

・輸出に取り組む生産者等の育成や海外マーケットに対応
した農畜産物等の生産振興及び産地育成を図り、県産農
畜産物等の輸出促進及び海外販路の開拓・拡大に取り組
む。

・農山漁村における所得と雇用機会の確保を図るため、従
来の６次産業化を発展させた「地域資源活用価値創出」を
支援する。

Ⅲ　豊富で多彩な県産農畜産物の需要拡大【需要拡大】

・カワウ、コクチバスの駆除や稚魚放流等により、河川湖沼
における水産資源の保護増殖を図る。
・養殖業者の育成強化と生産物の消費拡大等に取り組む
とともに、ギンヒカリを安定的に供給できる体制の構築を図
る。

・アユ生産振興のための成分分析等及びイベント実施を行
う。

・河川の連続性を確保し、漁場の改善を図るため、魚道整
備工事を行う。
・イワナの保護水面を管理し、資源の維持と環境保全を図
る。

・地域資源の循環及び農業の持続的発展のため、化学肥
料・化学合成農薬に依存しない有機農業を推進する。
・みどり認定者等へのサポート体制を構築するとともに、人
材育成等の研修会を開催する。
・堆肥舎整備や堆肥、緑肥、木質チップ、除草等の機械導
入、堆肥の広域流通や散布に対して、補助金を交付する。
・有機農業の土壌や経営実態について調査する。
・有機農業での新規就農者へのサポート強化や農林大学
校の有機農業教育の充実に取り組む。
・施設キュウリ・ナスの有機栽培技術開発や有機養蚕技術
体系の確立と新規用途開発を行う。
・オーガニックビレッジに対して交付金を交付する。
・東京都内での有機農産物コーナー設置や物流テスト、飲
食店等とのマッチング、オーガニックマルシェを開催する。
・有機農業体験ツアーの開催や有機農産物を活用した学
校給食の提供、有機農業教材を作成する。
・有機コンニャクの生産拡大に向けた補助や販路開拓・消
費拡大に向けたＰＲ事業を実施する。

・化学肥料・化学合成農薬を原則5割以上低減する取組と
合わせて行う地球温暖化防止や生物多様性保全等に効
果の高い営農活動に対して、交付金を交付する。

Ⅳ　魅力あふれる農村の持続的な発展【魅力度向上】

・蚕糸業の維持・継承のため、県産繭確保対策を実施する
とともに多様な養蚕担い手の育成に取り組む。
・碓氷製糸の製糸業務の維持・強化のため、製糸機械・施
設の改修・整備や繊維関係見本市出展に係る経費を補助
する。
・「ぐんまシルク」のＰＲを強化し、県産シルクの需要拡大を
図る。



（単位：千円）

R6予算額 R7予算額
( )内はR5補正を含む額 ( )内はR6補正を含む額

事　　業　　名 担 当 課 区分 事　　業　　内　　容

病 害 虫 発 生 予 察
（ 重 要 病 害 虫 の 特 別 防 除 等 ）

農 政 課 継続 209,806 209,806

単 独 農 村 整 備 農 村 整 備 課 継続 127,100 152,000

863,000 849,020
(1,161,000) (1,286,630)

鳥 獣 害 防 止 蚕 糸 特 産 課 継続 583,786 598,589

鳥 獣 被 害 対 策 支 援 蚕 糸 特 産 課 継続 82,929 89,645

グ リ ー ン ・ ツ ー リ ズ ム 推 進 農 政 課 継続 5,366 4,810

中 山 間 地 域 等 直 接 支 払 農 政 課 継続 145,864 146,599

ふ る さ と 保 全 ・ 活 性 化 対 策 農 政 課 継続 18,231 19,178

多 面 的 機 能 支 払 農 村 整 備 課 継続 886,053 927,293

・市町村被害防止計画に基づく地域の主体的な取組に対
する経費を補助するとともに、豚熱に係る野生イノシシ対策
の強化を継続する。

・地域の特徴を活かしたグリーン・ツーリズム、農泊を推進
し、農村地域の活性化を図るため、人を呼び込む情報発
信や広報宣伝による誘客促進、人材の発掘、育成のため
の研修会等による受入体制の整備、農泊に係る取組を推
進する。

・生産条件が不利な中山間地域の農業・農村が有する多
面的機能の維持・発揮を図るため、農業生産活動等の継
続や集落の共同活動を支援することにより、耕作放棄地発
生の防止や集落の維持を図り、中山間地域を下支えす
る。

・中山間地域の農業及び農業関連所得の向上を図るた
め、地域住民による創意工夫や地域の特色を活かした農
村活性化の取組を推進する。

・農業・農村の多面的機能の維持・発揮を図るため、農業
者等による組織が農地や水路等を維持・保全するために
取り組む活動や、地域住民を含む組織が地域資源の質的
向上を図るために取り組む活動を支援する。

・捕獲目標に基づく計画的な推進や、効果的な捕獲器具
の利用促進に取り組む。
・地域ぐるみによる被害対策への指導・助言や、対策に取
り組む人材の育成を行う。
・ゾーニングによる人とクマの棲み分けに必要な取組を進
める。

Ⅴ　ニューノーマルがもたらす農村の新たな価値の創出【価値創出】

農 村 地 域 防 災 減 災 農 村 整 備 課 継続

・防災重点ため池の豪雨・地震に対する詳細調査の支援
と、その結果に基づく、改修・補強を実施する。
・石綿管路等の撤去及び安全な材料による布設替えを実
施する。

・農業用水の安定供給と下流域の防災・減災を図るため、
小規模なため池の老朽対策や地震・豪雨対策を実施す
る。
・地すべり防止区域を適正に保全するため、施設の維持管
理補修と監視体制の整備を実施する。

・果樹等を加害する外来種クビアカツヤカミキリの防除対策
を支援する。
・植物防疫法で定められた重要病害虫が確認された場合
に緊急防除等の対策を実施する。


